










山 口 生 史
モ ー チベ ー シ ョンに関 す る これ まで一の ほ とん どの研 究 は、 欲求 に対 す る満足 度 の 「自 己評
価 」か らな され て きた。 しか し、欲求 に対 す る満足度 は、 「自己評 価」 のみか ら判 断 され うる
の だ ろ うか。 いくら自分が、ある欲求に対 して十分満足 していると自己評価を下 して も、同
一環境 内.の他者の満足度 と比較 してみ ると、十分 にその欲求満足が達成されていないと認識
しなおす ことがあるので はないかc逆 に 「自己評価」か らは欲求満足を充足 して いないと判
断 して も、他者の満足達成度 と比較す ると十分満足できる水準 にあると認識する場合 もある。
従 って 、一 つの欲 求 に対す る全般 的 な・満足度 は 、「他者 の 満足度 」 との比較 を もって判断 され
うるので あ る。
「
本 論 文 で は、上 記 の こ とを示す モー チベ ー シ ョ ン ・プ ロセ スの モ デル と して、 以下 の式 を
提示 し、将来行 う予定の実証研究 の理論構築をす るものである。
全般的満足 レベル(満 足達成到達点)
=f(自己評価、他者の満足達成度 との比較)




この 「自己評価」 と 「他者 の満足達成度 との比較」の機能(f)か ら、その個人が一つの欲
求 に対する満足達成を実現す るためには、今少 し努力が必要 なのか、それ とも、 もうそれ以
上 の努力は必要 としないのかを判断することがで きるのである。す なわち、本研究では、全
.
般的満足 レベルを上記の式に適用 して、努力必要量 とい う変数 に置換 したモデルを構築する
ので あ る。
「欲 求(Needs)」は 、 マ ズ ロ ー(1943,1954)の提 唱 した5つ の 欲 求 を 改 変 し、SafetyNeeds
→SocialNeeds→Social-esteemNeeds→Self-esteemNeeds→Self-actualizationNeedsとい う5
っの段階的欲求変数 として扱 う。上記 に提示 したモデルに従 って、 これ らの各欲求 を達成す




異 るはず で あ る とい う仮 定か ら、異 文丁ヒの人 々の 問で は、一 番 低位 のSafetyNeedsから一番高
位 のSe且f-actualizationNeeds達成 ま で の 全:プロセ ス に お い て 、 そ の 努 力 量 に 大 き な相 違 が あ る
と予想 され る。以上のよ うな理論か ら、本研究の目的は、 日 ・米従業員の動機づ けプロセス
の相違を比較研究す るためのモデルを構築 し、そ して、 それを実証研究 のための枠組 と して
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